
あ
わ
せ
て
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
は
、「
博
報
賞
」
受
賞
者
の
中
か
ら 

各
部
門
１
件
ま
で
、
特
に
奨
励
に
値
す
る
実
践
に 

贈
ら
れ
ま
す
。

３
年
か
け
て
取
り
組
ん
だ

二
つ
の
ふ
る
さ
と
を

桜
で
つ
な
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
雨
が
降
る
晩
秋
の
土
曜
日
、

富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校
・
第

二
中
学
校 

三
春
校
の
体
育
館
は
、

「
学
習
発
表
会
」
に
集
っ
た
人
々
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
壇
上
に

上
が
っ
た
の
は
、
中
学
３
年
生
の

生
徒
会
長
。
そ
の
傍
ら
に
置
か
れ

た
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
美
し
い
桜

並
木
の
ム
ー
ビ
ー
が
映
し
出
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
今
な
お
、
春
に
な
る

と
富
岡
町
を
艶
や
か
な
ピ
ン
ク
色

に
染
め
上
げ
る
有
名
な
桜
の
ア
ー

チ
だ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事

故
に
よ
り
、
双
葉
郡
富
岡
町
は
、

全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
当
時
の
教
育
委
員
会
や
教
職
員

が
奔
走
し
、
富
岡
町
か
ら
約
50
キ

ロ
離
れ
た
三
春
町
の
工
場
跡
地
に

建
つ
管
理
棟
を
利
用
し
て
富
岡
町

立
富
岡
第
一
中
学
校
・
第
二
中
学

校
は
再
開
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら

半
年
後
の
こ
と
で
す
」
と
富
岡
第

二
中
学
校
の
中
田
敬
介
校
長
は
語

る
。

「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
の
取
り
組

み
は
、
同
じ
く
避
難
指
示
区
域
に

指
定
さ
れ
た
双
葉
郡
の
８
町
村

で
一
斉
に
、
２
０
１
４
年
度
か
ら

始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
震
災
時

に
ま
だ
幼
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
、
ふ
る
さ
と
の
記
憶
が
失
わ
れ

な
い
よ
う
に
と
い
う
想
い
か
ら

だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
土
地
の
伝

統
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
震
災

と
い
う
経
験
を「
生
き
る
力
」に
変

え
て
自
ら
未
来
を
切
り
開
い
て
ほ

し
い
と
い
う
切
な
る
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
た
。

同
校
の
３
人
の
中
学
３
年
生
が

中
学
１
年
生
の
時
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
の
は
、「
富
岡
町
と
三
春

町
を
桜
で
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
だ
。
三
春
町
は
国
の
天
然
記

念
物
「
三
春
滝
桜
」
で
名
高
い
桜

の
名
所
。
彼
ら
は
、
生
ま
れ
た
ふ

る
さ
と
で
あ
る
富
岡
町
と
、
学
び

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
三
春
町
に
共

通
す
る
桜
を
テ
ー
マ
に
、
３
年
間

「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
を
実
践
し
て

き
た
。

初
年
度
は
、
三
春
町
役
場
の
許

可
を
得
て
滝
桜
の
種
子
を
拾
い
、

選
別
し
、
１
０
０
粒
を
蒔
い
た
。

翌
年
取
り
組
ん
だ
の
は
苗
作
り
。

土
を
整
え
、
水
や
り
を
し
て
大
切

に
苗
を
育
て
た
。
そ
し
て
３
年
目

の
２
０
１
８
年
、
つ
い
に
苗
を
植

周りの大人が日常を取り
戻せないでいる中、子ど
もたちはひた向きに学ん
でいます。また、自分が
生まれた地域の学びは、
突然ふるさとから離れる
ことになった子どもたち
にとって、アイデンティ
ティを再構築させる取り
組みにもなっています。
そして、その学びを通し、
新しい日常、新しいふる
さとをつくっていく経験
をすることが、将来どの
ような場で生きていくと
も、必ずや子どもたちの
大きな力になるものと考
えています。さらに、郷
土を語れる子どもであれ
ば、この難局を乗り越え
た時、彼らが見る景色の
中にふるさとの風景も
きっとあるだろうと期待
して止みません。

福
島
県 
◉ 
富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校・第
二
中
学
校 

三み

春は

る

校

教
育
活
性
化
部
門

福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
教
育
委
員
会
　
石
井 

賢
一 

教
育
長

樹
す
る
時
が
や
っ
て
き
た
。

富
岡
町
の
復
興
の

原
動
力
と
な
る

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛

６
月
、
桜
の
苗
木
を
持
っ
て
彼

ら
が
向
か
っ
た
の
は
富
岡
町
だ
っ

た
。
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
富

岡
町
で
は
、
こ
の
年
の
４
月
、
第

一
中
学
校
・
第
二
中
学
校
が
再
開

し
て
い
た
。

三
春
校
生
と
富
岡
校
生
は
協
力

し
て
、
富
岡
校
と
富
岡
町
役
場
に

植
樹
を
完
了
。
さ
ら
に
10
月
に
は
、

学
び
舎
で
あ
る
三
春
校
に
も
植
樹

し
た
。

「『
ふ
る
さ
と
創
造
学
』
を
開
始
し

た
頃
、『
ふ
る
さ
と
は
ど
こ
か
』
と

問
わ
れ
る
と
、
じ
っ
と
考
え
込
む

生
徒
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
３

年
間
と
い
う
時
間
を
か
け
て
富
岡

町
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
『
ふ
る

さ
と
創
造
学
』
に
じ
っ
く
り
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

中
に
富
岡
町
と
三
春
町
ど
ち
ら
も

大
切
な
故
郷
で
あ
る
と
い
う
想
い

を
育
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
」（
中
田
校
長
）

彼
ら
の
故
郷
へ
の
想
い
は
、
こ

れ
か
ら
の
富
岡
町
の
復
興
へ
の
大

き
な
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
三

春
校
は
２
０
２
１
年
度
を
も
っ
て

閉
校
す
る
予
定
だ
。

「
被
災
、
避
難
を
経
験
し
つ
つ
、

彼
ら
が
学
ん
で
き
た
三
春
校
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し

子
ど
も
た
ち
が
種
か
ら
育
て
、
植

樹
し
た
桜
は
、
彼
ら
が
こ
の
地
で

学
ん
だ
確
か
な
証
で
す
。
い
つ
か
、

満
開
の
桜
の
樹
の
下
で
、
み
ん
な

で
花
見
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す

ね
」（
中
田
校
長
）

こ
の
日
の
学
習
発
表
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
届
け
よ
う
感
謝
の

気
持
ち　

広
げ
よ
う
み
ん
な
の
笑

顔
」。
教
師
と
と
も
に
生
徒
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
決
め
た
も
の

だ
。「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
を
通

し
て
育
ま
れ
た
富
岡
町
へ
の
郷
土

愛
、
そ
し
て
学
び
舎
で
あ
る
三
春

町
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
、
美
し

い
桜
花
と
な
っ
て
花
開
く
日
が
待

ち
遠
し
い
。

3年間取り組んできた「ふるさと創造学」の集大成「桜プロジェクト」の成果を発表する。

学習発表会の最後は、幼・小・中合同で演舞「よさこい」
が披露された。

生徒たちが心を込めて手作りした「桜の妖精さっちゃ
んクッキー」も振る舞われた。

学習発表会の会場に掲示された桜プロ
ジェクトの紹介。

子どもたちの郷土愛を育み、
震災の経験を「生きる力」に変える
「ふるさと創造学」の取り組み

東日本大震災による原発事故により、避難を余儀なくされた福島県双葉郡富岡町の子どもたちが、
３年かけて取り組む「ふるさと創造学」の実践に博報賞が贈られた。


